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編
集
後
記

議
会
を
傍
聴
し
よ
う

江
津
市
議
会
で
は
皆
さ
ん

の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望

の
方
は
、
議
会
開
催
日
に

本
庁
舎
２
階
の
議
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
へ
参
加
し
よ
う

市
政
に
対
し
て
意
見
や
要
望

が
あ
れ
ば
、
議
会
へ
請
願
・

陳
情
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
願
の
場
合
は
市
議
会
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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請
願
・
陳
情
締
切
／
６
月
６
日
正
午
ま
で

次
回
６
月
定
例
会 

　
３
月
議
会
で
陳
情
も
提
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、４
月
１
日
よ
り
学
校
現
場
で
マ
ス
ク

の
着
用
を
求
め
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
が
発
行
さ
れ
る
頃
は
、登
下

校
時
の
マ
ス
ク
も
外
さ
れ
、ま
ち
の
景
色
も

変
わ
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。マ
ス

ク
と
同
じ
く
、地
域
医
療
・
医
師
確
保
は
市
民

を
守
る
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
す
。こ
れ
は

突
然
に
起
き
た
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

老
若
男
女
み
ん
な
で
考
え
る
時
が『
今
』な
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
現
実
を
悲
観
す
る
だ
け
で
は
な
く
、解
決

に
向
け
て
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
行
く
べ
き

課
題
で
す
。こ
れ
ま
で
地
域
医
療
を
守
っ
て

来
ら
れ
た
多
く
の
方
々
へ
感
謝
す
る
と
と
も

に
、議
会
で
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
鍛
治
　
恵
巳
子
）

※開始時間等は予定です。

市
議
会
だ
よ
り
は

こ
ち
ら
か
ら

ごうつ
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議員連絡会
9:30～

本会議
14:00～
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日 月 火 水 木 金 土

委員会
（議会運営）
9:30～

委員会
（議会運営）
15:00～

委員会
（総務民生）
9:30～

委員会
（建設経済）
9:30～

委員会
（予算決算）
9:30～

本会議
（一般質問）
10:00～

本会議
（一般質問）
10:00～

全員協議会
9:30～

情報交換会
9:30～

本会議
10:00～

令和４年度６年生

建設経済委員会行政視察 第15回
議会報告会

令和５年２月１・２日にかけて、大阪府大東市・和歌山県田辺市の行政視察を行
いました。
大東市では、「市営住宅の建て替え・再開発プロジェクト」を視察。老朽化が進ん
だ市営住宅の建替え計画を機に、大東市が出資し設立した、まちづくり会社によ
る公民連携の事業スキームを用いた住宅、オフィス、店舗、公園を合わせた複合用
途の賑わいエリアを実現させたプロジェクトの説明を受けました。
田辺市では「空家対策（斡旋制度）」を視察。田辺市においても、危険空家の増加
により、倒壊や周辺環境への影響が問題となっています。これらを解決するため
に、行政は通知などで促すだけでなく、積極的に関わることで解体撤去の促進に
つなげていました。「行政は住民を突き放すのでは
なく、寄り添う姿勢が大切」と強調されていました。
いずれの市も、住民目線に立ち、よりよい環境を目
指していました。本市において取り入れられるべき
ものも多くあり、今後提言していきます。

市民と語る会（第15回
議会報告会）を市内20
カ所の地域コミュニティ
交流センターで開催し
ます。詳しい日時は広
報「かわらばん」４月号
に掲載しています。事前
申し込みは不要です。
会場でお待ちしています。
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新型コロナウイルス感染症への対応や物価高騰対策
を講じつつ、「人口減少対策」および「スマートシティ
江津推進構想」に基づくＤＸ推進に重点を置き編成。

決算見込みなどによる事業費および財源調整の
補正予算を計上。
補正予算額　3393万円（補正後総額171億4085万円）

令和4年度  一般会計補正予算
（第10号）

令和５年第１回定例会

障がい・介護・保育事業所
物価高騰対策支援金 210万円

市内の21施設（島根県交
付対象外施設）に対する物
価高騰対策支援金

可決

菰沢公園

令和５年度　一般会計・特別会計予算
一般会計

特
別
会
計

国民健康保険事業
国民健康保険診療所事業
後期高齢者医療事業

156億6500万円

30億 9310万円
226万円

8億 6167万円

公営企業会計 収入総額 支出総額
8億2934万円
3億 2318万円
8億3801万円
8億9363万円

8億  235万円
6億3306万円
8億3140万円
9億5591万円

水道事業

下水道事業

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

妊娠期から出産・子育てまで一貫して支援につ
なぐ「伴走型相談支援」と「経済的支援」を一体
とした事業

出産・子育て応援交付金

1509万円

通学路交通安全プログ
ラムにより児童・生徒の
安全確保のための対策

（側溝の蓋掛化・踏切拡
幅・落石対策など主に７
カ所を予定）

通学路整備

8920万円

落石対策工事予定の
市道下都治線

ICT機器による効果的な授業環境整備、統合型
校務支援システムを江津市・浜田市・大田市・川
本町・美郷町・邑南町で共同導入

学校ICT環境整備

6096万円

ＤＸ推進

1550万円
自治体情報システムの
標準化・共通化に係る
取り組みなど

スマートフォンやパソコンを持っていない方への
対応は。

問
ＤＸの目的は、デジタル化ではなく便利にする
こと。例えば、ＤＸによる職員負担減少に伴い、
職員の窓口対応をより丁寧にすることも可能。

答

委員質疑

子ども医療費助成

6935万円
子ども医療費助成を18歳まで拡充し、子育
て家庭の経済的負担軽減を図る

学校給食

1億7498万円
学校給食会運営費補助金　7669万円
燃料費・光熱水費　　　　 3518万円
給食車運転業務委託料　　  872万円

物価が高騰しているが、学校給食費への影響は。問
現在のところ、値上げは検討していない。必要
があれば、補正予算で対応したい。

答

委員質疑

公園施設長寿命化

4530万円
公園施設長寿命化計画に基づき菰沢公園・江
津中央公園施設などの補修・改築

農地耕作条件改善
松川町市村の区画
整理工事費 2100万円

防災集団移転促進

江の川流域において協議が整った地区の防災
集団移転を促進

2816万円

地域医療支援対策

5億7487万円
済生会江津総合病院の経営安定化（電子カル
テシステムの更新）と医師・看護師などの確保
対策

市民を巻き込んで病院再建の取り組みはあるか。問
再建計画は病院主体で策定されるが、市が関
われる取り組みがあれば進めていく。

答

委員質疑 生活困窮者自立支援

3100万円
新たな事業に取り組み、生活困窮者および生活
保護者の自立支援を強化

就労に向けた具体的な取り組みは。問
就労準備支援事業であり、就労意欲のない方
の意欲向上やボランティアなどに協力いただ
ける事業所の開拓など。

答

委員質疑

令和５年度 一般会計予算令和５年
第１回定例会

スマートシティ江津推進構想についてはコチラ▶
https://www.city.gotsu.lg.jp/soshiki/2/25317.html　

※令和５年度から特別会計（公共下水道事業・農業集落排水事業）は、
　地方公営企業法の適用により下水道事業会計に統合されました。
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同 意 第 1 号
同 意 第 2 号
同 意 第 3 号
議 案 第 1 号

議 案 第 2 号

議 案 第 3 号

議 案 第 4 号

議 案 第 5 号

議 案 第 6 号

議 案 第 7 号

議 案 第 8 号

議 案 第 9 号

議案第10号

議案第11号

議案第12号
議案第13号
議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

陳 情 第 1 号

森
元

　

 

健
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植
田

　圭
介

渡
辺

　信
明

坂
田
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寺
前

　克
宏

下
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　忠
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手
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植
田

　好
雄

鍛
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恵
巳
子

多
田

　伸
治

山
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兼
三
郎

森
川

　佳
英

森
脇

　悦
朗

石
橋 

孝
義

河
野

　正
行

藤
間

　義
明

公平委員会委員の選任について
功労者の選定について
人権擁護委員候補者の推薦について
江津市個人情報の保護に関する法律施行条例の制
定について
江津市情報公開・個人情報保護審査会条例の制定に
ついて
デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備
に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する
条例の制定について
江津市防災行政用無線戸別受信機分担金徴収条例
の一部を改正する条例制定について
民法等の一部を改正する法律の一部の施行に伴う
関係条例の整理に関する条例の制定について
江津市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条
例制定について
江津市国民健康保険条例の一部を改正する条例制
定について
江津市企業立地促進条例の一部を改正する条例制
定について
江津市定住促進集落活性化住宅の設置及び管理に
関する条例を廃止する条例制定について
江津市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例制
定について
江津市過疎地域持続的発展計画を変更することに
ついて
市道の路線の廃止について
市道の路線の認定について
令和5年度島根県江津市一般会計予算を定めるこ
とについて
令和5年度島根県江津市国民健康保険事業特別会
計予算を定めることについて
令和5年度島根県江津市国民健康保険診療所事業
特別会計予算を定めることについて
令和5年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別
会計予算を定めることについて
令和5年度島根県江津市水道事業会計予算を定め
ることについて
令和5年度島根県江津市下水道事業会計予算を定
めることについて
令和4年度島根県江津市一般会計補正予算（第10
号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市国民健康保険事業特別会
計補正予算（第5号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別
会計補正予算（第3号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市公共下水道事業特別会計
補正予算（第4号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市農業集落排水事業特別会
計補正予算（第4号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市水道事業会計補正予算（第
4号）を定めることについて
江津市議会の個人情報の保護に関する条例の制定
について
江津市情報公開・個人情報保護審査会条例の一部
を改正する条例制定について
江津市内小中学校におけるマスク着用の自由選択制
に関する陳情

執
行
部
提
案

○：賛成　  ●：反対　  △：欠席

以下の陳情は審査が終了しなかったため継続して審査を行うことになりました。
●陳情第２号「中小事業者の物価・燃料高騰対策支援金創設を求める陳情」
●陳情第３号「小規模事業者の融資利子補給金制度創設を求める陳情」

議員
提案

陳情

執行部
提案

総務民生委員会

屋内外や距離を問わず、学校生活にお
いてマスク着用・不着用を本人の身体
的・精神的な状態に応じて自由に選
択することができ、より伸びやかに学
校生活を送ることができるよう求める
もの

学校現場での取り組み状況は。問
令和５年４月１日より、マスク着用は、個人の
判断にゆだねることを基本とする。

答
質
　
疑

●小中学校におけるマスク着用の自由選択制（陳情）

建設経済委員会

企業立地を促進するために行う奨励
措置の対象業種を追加する。ソフト産
業の定義に、インターネット広告業を
加える

インターネット広告業において、違法なもの
や公序良俗に反するものがあった場合はどう
するのか。

問

インターネット広告業に限らず事前に調査し
誘致をおこなっている。

答
質
　
疑

●企業立地促進条例（一部改正）

令和４年度末をもって、市が借用して
いるすべての民有空き家の賃貸借契約
が満了し、所有者への返還にともない
廃止

現在、入居している世帯は。問
1世帯入居しているが、3月末で退去予定。答

質 

疑

●定住促進集落活性化住宅の設置及び管理に関する
　条例（廃止）

個人情報保護法の改正にともない、
「江津市個人情報の保護に関する条
例」を廃止し、新たな条例を制定する
もの

現行の条例は全て廃止されるのか。問
現行の条例も国の取り扱いに準じているた
め、取り扱いが大きく変わることはない。

答
質
　
疑

●個人情報の保護に関する法律施行条例
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議案第26号
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陳 情 第 1 号
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公平委員会委員の選任について
功労者の選定について
人権擁護委員候補者の推薦について
江津市個人情報の保護に関する法律施行条例の制
定について
江津市情報公開・個人情報保護審査会条例の制定に
ついて
デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備
に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する
条例の制定について
江津市防災行政用無線戸別受信機分担金徴収条例
の一部を改正する条例制定について
民法等の一部を改正する法律の一部の施行に伴う
関係条例の整理に関する条例の制定について
江津市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条
例制定について
江津市国民健康保険条例の一部を改正する条例制
定について
江津市企業立地促進条例の一部を改正する条例制
定について
江津市定住促進集落活性化住宅の設置及び管理に
関する条例を廃止する条例制定について
江津市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例制
定について
江津市過疎地域持続的発展計画を変更することに
ついて
市道の路線の廃止について
市道の路線の認定について
令和5年度島根県江津市一般会計予算を定めるこ
とについて
令和5年度島根県江津市国民健康保険事業特別会
計予算を定めることについて
令和5年度島根県江津市国民健康保険診療所事業
特別会計予算を定めることについて
令和5年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別
会計予算を定めることについて
令和5年度島根県江津市水道事業会計予算を定め
ることについて
令和5年度島根県江津市下水道事業会計予算を定
めることについて
令和4年度島根県江津市一般会計補正予算（第10
号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市国民健康保険事業特別会
計補正予算（第5号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別
会計補正予算（第3号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市公共下水道事業特別会計
補正予算（第4号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市農業集落排水事業特別会
計補正予算（第4号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市水道事業会計補正予算（第
4号）を定めることについて
江津市議会の個人情報の保護に関する条例の制定
について
江津市情報公開・個人情報保護審査会条例の一部
を改正する条例制定について
江津市内小中学校におけるマスク着用の自由選択制
に関する陳情

執
行
部
提
案

○：賛成　  ●：反対　  △：欠席

以下の陳情は審査が終了しなかったため継続して審査を行うことになりました。
●陳情第２号「中小事業者の物価・燃料高騰対策支援金創設を求める陳情」
●陳情第３号「小規模事業者の融資利子補給金制度創設を求める陳情」

議員
提案

陳情

執行部
提案

総務民生委員会

屋内外や距離を問わず、学校生活にお
いてマスク着用・不着用を本人の身体
的・精神的な状態に応じて自由に選
択することができ、より伸びやかに学
校生活を送ることができるよう求める
もの

学校現場での取り組み状況は。問
令和５年４月１日より、マスク着用は、個人の
判断にゆだねることを基本とする。

答
質
　
疑

●小中学校におけるマスク着用の自由選択制（陳情）

建設経済委員会

企業立地を促進するために行う奨励
措置の対象業種を追加する。ソフト産
業の定義に、インターネット広告業を
加える

インターネット広告業において、違法なもの
や公序良俗に反するものがあった場合はどう
するのか。

問

インターネット広告業に限らず事前に調査し
誘致をおこなっている。

答
質
　
疑

●企業立地促進条例（一部改正）

令和４年度末をもって、市が借用して
いるすべての民有空き家の賃貸借契約
が満了し、所有者への返還にともない
廃止

現在、入居している世帯は。問
1世帯入居しているが、3月末で退去予定。答

質 

疑

●定住促進集落活性化住宅の設置及び管理に関する
　条例（廃止）

個人情報保護法の改正にともない、
「江津市個人情報の保護に関する条
例」を廃止し、新たな条例を制定する
もの

現行の条例は全て廃止されるのか。問
現行の条例も国の取り扱いに準じているた
め、取り扱いが大きく変わることはない。

答
質
　
疑

●個人情報の保護に関する法律施行条例
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本会議 における 賛成・反対意見
個人情報の保護に関する法律施行条例議案第1号 可決

条例案は、デジタル関連法に基づいて、自治体保有の膨大な個人情報を企業へ提供させ利益のタネとするため、自治体が独
自に定めた個人情報保護条例をリセットさせるもの。これまでの個人情報保護条例は、各自治体で独自に発展し住民の権利
を保護してきたが、条例が変われば個人の尊厳を守ることより、経済発展に主眼が置かれることになるため反対。

多田 伸治反対反対

情報公開・個人情報保護審査会条例議案第2号 可決

議案第1号と同様に、デジタル関連法に基づいて、自治体の個人情報保護条例を廃止させ、国が定めた全国共通のルールを
押し付け、自治体が持つ膨大な個人情報を企業へ提供させて利益のタネにするためのもの。これまで自治体が築いてきた個
人情報保護の制度を、経済発展のために投げ出させる改悪であるため反対。

多田 伸治反対反対

出産育児一時金が増額されるが、出産費用にさえ足りない
金額である上、財源を後期高齢者に求めていることも問題。
少子化対策に取り組むなら、出産費用は国の責任で全額保
険適用すべき。また、後期高齢者支援金等賦課額の引き上
げも盛り込まれているが、物価高騰もある状況で低所得世
帯が多い国保へ負担を増やすこととなるため反対。

今回の条例改正は、健康保険法施行令などの一部改正およ
び国民健康保険法施行令の一部改正などにともなう所要の
改正を行うもの。主なものは出産育児一時金を40万8000
円から、48万8000円に増額するもので、出産時の経済的
負担軽減になるものであり賛成。

反対 坂田 優美森川 佳英

国民健康保険条例（一部改正）議案第7号

賛成

可決

デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に
関する法律の施行に伴う関係条例の整理

議案第3号 可決

議案第1号・第2号と同様に、デジタル関連法に基づいて、全国の自治体の個人情報保護条例を廃止させ、国が定めた全国
共通のルールを押し付け、成長戦略の名のもとに、自治体が持つ個人情報を企業へ提供させるもの。従来の個人情報保護条
例を廃止する議案第1号を前提としているため反対。

多田 伸治反対反対

本会議 における 賛成・反対意見

昨年の市長選での中村市長の「予算の倍化」発言から、注
目された予算案だが、新規創業・新分野進出の予算は減額
で有機農業・地産地消も弱い。定住施策は前年度から進展
がない。子どもの医療費助成は拡充されたが、子育ての切れ
目のない支援には疑問符が付く上に、女性の就労への支援
が薄い。済生会への巨額の補助は続くが、医師確保の目途
が立っていない。それらの点を踏まえ反対。

新型コロナウイルス感染症への対応や物価高騰対策を講じ
つつ、本市の重要課題である人口減少対策やＤＸの推進に
重点をおいている。数多くの必要な事業があり、限られた予
算の中で優先順位をしっかりと見極め編成している。市債に
ついて令和5年度は元金償還額に対し発行額を大きく抑え
ることにより、市債残高を削減し、将来の公債費負担を抑制
するものとなっており、健全な財政運営に努めており賛成。

反対 坂手 洋介森川 佳英

令和５年度 一般会計予算議案第14号

賛成

可決

予算案審査直前になって、不意打ち的に診療所の運営内容
の変更を言い出す。さらには、その変更に補正予算で対応す
ると述べながら、提示できる状態の資料を、「予算案には関
係ない」と提示を拒む。行政へのチェック役である市議会に
対して、真摯にそして誠実に向き合う姿勢がなく、無責任な
態度に終始したため反対。

川越診療所の運営に関するものとして、計上されたもの。審
査において、執行部から運営方法の変更についても、その旨
の説明が行われている。この度の予算計上においては、必要
なものとして賛成。

反対 石橋 孝義多田 伸治

令和5年度国民健康保険診療所事業特別会計予算議案第16号

賛成

可決

後期高齢者医療事業では、被保険者の７割が保険料の軽
減対象であり、さらに年金の実質引き下げや物価高騰で、

「高齢者の貧困」がより深刻となっているのに、保険料の引き
下げがない。中村市長はその保険料を決める島根県広域連
合の議員でありながら、広域連合に対して保険料軽減への
働きかけもしていない。市民の声を反映させる仕事ができて
いないため反対。

75歳以上の方は後期高齢者医療制度で医療サービスを受
けることができる。この制度は、島根県後期高齢者医療広
域連合が主体となり運営するもの。広域連合納付金をはじ
め、人件費・事務費・被保険者証の発行などに要する経費
などを含む。高齢者が医療サービスを受けるため市の業務
である保険証交付・保険料徴収・申請届け出などの事務を
行うために必要な予算であり賛成。 

反対 下谷 忠広多田 伸治

令和５年度後期高齢者医療事業特別会計予算議案第17号

賛成

可決

令和５年度も、3億7250万円の管路敷設費が計上され、そ
れを支える2億4120万円の繰り入れのため一般会計が圧迫
されている。市長は管路整備をあと4年続けるとしており、
一般会計から10億円が失われることになる。将来の収益確
保による赤字回避を継続の理由としているが、接続率は上
がらず無駄な公共事業。4年待つまでもなく早急に見直すべ
きであり反対。

これまでの公共下水道事業特別会計と農業集落排水事業
特別会計を一つに統合し、地方公営企業会計予算として提
案されたもの。下水道は地域住民のライフラインとして重要
な役割を担っており、生活環境の向上に大きく貢献していく
ものであり、将来にわたり安定的な汚水処理サービスの提
供を確保するためにも必要な予算であり賛成。

反対 森元 健二多田 伸治

令和５年度下水道事業会計予算議案第19号

賛成

可決

生活交通が改善されない。民生委員の負担軽減がない。インボイス制度への対策・支援がない。子どもの医療費助成は自己
負担なしにすべき。済生会へ補助はするが病院の課題解決へ危機感が薄い。下水道会計への繰り入れはせず、浄化槽補助に
つかうべき。街路灯の新設がない。カーブミラー新設が不十分。空家対策の補助金が少ない。図書館新設への動きがない。こ
れらの理由から反対。 

多田 伸治反対反対

お知らせ 江津市議会傍聴規則が改正されました

①傍聴席において写真、動画等を撮影又は録音等をすること
②①のデータを使用すること

以下について、議長の許可のうえ、 できるようになりました。
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本会議 における 賛成・反対意見
個人情報の保護に関する法律施行条例議案第1号 可決

条例案は、デジタル関連法に基づいて、自治体保有の膨大な個人情報を企業へ提供させ利益のタネとするため、自治体が独
自に定めた個人情報保護条例をリセットさせるもの。これまでの個人情報保護条例は、各自治体で独自に発展し住民の権利
を保護してきたが、条例が変われば個人の尊厳を守ることより、経済発展に主眼が置かれることになるため反対。

多田 伸治反対反対

情報公開・個人情報保護審査会条例議案第2号 可決

議案第1号と同様に、デジタル関連法に基づいて、自治体の個人情報保護条例を廃止させ、国が定めた全国共通のルールを
押し付け、自治体が持つ膨大な個人情報を企業へ提供させて利益のタネにするためのもの。これまで自治体が築いてきた個
人情報保護の制度を、経済発展のために投げ出させる改悪であるため反対。

多田 伸治反対反対

出産育児一時金が増額されるが、出産費用にさえ足りない
金額である上、財源を後期高齢者に求めていることも問題。
少子化対策に取り組むなら、出産費用は国の責任で全額保
険適用すべき。また、後期高齢者支援金等賦課額の引き上
げも盛り込まれているが、物価高騰もある状況で低所得世
帯が多い国保へ負担を増やすこととなるため反対。

今回の条例改正は、健康保険法施行令などの一部改正およ
び国民健康保険法施行令の一部改正などにともなう所要の
改正を行うもの。主なものは出産育児一時金を40万8000
円から、48万8000円に増額するもので、出産時の経済的
負担軽減になるものであり賛成。

反対 坂田 優美森川 佳英

国民健康保険条例（一部改正）議案第7号

賛成

可決

デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に
関する法律の施行に伴う関係条例の整理

議案第3号 可決

議案第1号・第2号と同様に、デジタル関連法に基づいて、全国の自治体の個人情報保護条例を廃止させ、国が定めた全国
共通のルールを押し付け、成長戦略の名のもとに、自治体が持つ個人情報を企業へ提供させるもの。従来の個人情報保護条
例を廃止する議案第1号を前提としているため反対。

多田 伸治反対反対

本会議 における 賛成・反対意見

昨年の市長選での中村市長の「予算の倍化」発言から、注
目された予算案だが、新規創業・新分野進出の予算は減額
で有機農業・地産地消も弱い。定住施策は前年度から進展
がない。子どもの医療費助成は拡充されたが、子育ての切れ
目のない支援には疑問符が付く上に、女性の就労への支援
が薄い。済生会への巨額の補助は続くが、医師確保の目途
が立っていない。それらの点を踏まえ反対。

新型コロナウイルス感染症への対応や物価高騰対策を講じ
つつ、本市の重要課題である人口減少対策やＤＸの推進に
重点をおいている。数多くの必要な事業があり、限られた予
算の中で優先順位をしっかりと見極め編成している。市債に
ついて令和5年度は元金償還額に対し発行額を大きく抑え
ることにより、市債残高を削減し、将来の公債費負担を抑制
するものとなっており、健全な財政運営に努めており賛成。

反対 坂手 洋介森川 佳英

令和５年度 一般会計予算議案第14号

賛成

可決

予算案審査直前になって、不意打ち的に診療所の運営内容
の変更を言い出す。さらには、その変更に補正予算で対応す
ると述べながら、提示できる状態の資料を、「予算案には関
係ない」と提示を拒む。行政へのチェック役である市議会に
対して、真摯にそして誠実に向き合う姿勢がなく、無責任な
態度に終始したため反対。

川越診療所の運営に関するものとして、計上されたもの。審
査において、執行部から運営方法の変更についても、その旨
の説明が行われている。この度の予算計上においては、必要
なものとして賛成。

反対 石橋 孝義多田 伸治

令和5年度国民健康保険診療所事業特別会計予算議案第16号

賛成

可決

後期高齢者医療事業では、被保険者の７割が保険料の軽
減対象であり、さらに年金の実質引き下げや物価高騰で、

「高齢者の貧困」がより深刻となっているのに、保険料の引き
下げがない。中村市長はその保険料を決める島根県広域連
合の議員でありながら、広域連合に対して保険料軽減への
働きかけもしていない。市民の声を反映させる仕事ができて
いないため反対。

75歳以上の方は後期高齢者医療制度で医療サービスを受
けることができる。この制度は、島根県後期高齢者医療広
域連合が主体となり運営するもの。広域連合納付金をはじ
め、人件費・事務費・被保険者証の発行などに要する経費
などを含む。高齢者が医療サービスを受けるため市の業務
である保険証交付・保険料徴収・申請届け出などの事務を
行うために必要な予算であり賛成。 

反対 下谷 忠広多田 伸治

令和５年度後期高齢者医療事業特別会計予算議案第17号

賛成

可決

令和５年度も、3億7250万円の管路敷設費が計上され、そ
れを支える2億4120万円の繰り入れのため一般会計が圧迫
されている。市長は管路整備をあと4年続けるとしており、
一般会計から10億円が失われることになる。将来の収益確
保による赤字回避を継続の理由としているが、接続率は上
がらず無駄な公共事業。4年待つまでもなく早急に見直すべ
きであり反対。

これまでの公共下水道事業特別会計と農業集落排水事業
特別会計を一つに統合し、地方公営企業会計予算として提
案されたもの。下水道は地域住民のライフラインとして重要
な役割を担っており、生活環境の向上に大きく貢献していく
ものであり、将来にわたり安定的な汚水処理サービスの提
供を確保するためにも必要な予算であり賛成。

反対 森元 健二多田 伸治

令和５年度下水道事業会計予算議案第19号

賛成

可決

生活交通が改善されない。民生委員の負担軽減がない。インボイス制度への対策・支援がない。子どもの医療費助成は自己
負担なしにすべき。済生会へ補助はするが病院の課題解決へ危機感が薄い。下水道会計への繰り入れはせず、浄化槽補助に
つかうべき。街路灯の新設がない。カーブミラー新設が不十分。空家対策の補助金が少ない。図書館新設への動きがない。こ
れらの理由から反対。 

多田 伸治反対反対

お知らせ 江津市議会傍聴規則が改正されました

①傍聴席において写真、動画等を撮影又は録音等をすること
②①のデータを使用すること

以下について、議長の許可のうえ、 できるようになりました。
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江津市役所本庁舎

市
議
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の

の

江津市をもっと
暮らしやすくするには、
こうしたらいいな

一般質問一
般
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問
と
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活
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会
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す
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※一般質問は江津市議会公式YouTubeチャンネルに
動画を掲載しています。各議員の顔写真の右下の二
次元コードからも動画の閲覧ができます。 

　また、一般質問の全ての議事録は市のホームページの
「市議会」→「会議録検索」からも見ることができます。  
(ただし掲載は次期定例会の前になります)
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も
や
子
育
て
当
事
者
意
見
の
政

策
反
映
が
義
務
化
さ
れ
る
が
、対

応
は
。

A
．国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
参
考
に
、

本
市
の
実
情
に
沿
っ
て
進
め
る
。

Q
．子
ど
も
の
意
見
を
受
け
止
め
る
上
で

有
効
な
、居
場
所
づ
く
り
の
現
状
は
。

A
．家
庭
や
学
校
な
ど
で
は
な
い
第
３
の

居
場
所
の
ニ
ー
ズ
は
拡
大
し
て
お
り
、

庁
内
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関

の
連
携
は
さ
ら
に
必
要
と
感
じ
る
。

【
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
】

Q
．子
育
て
支
援
体
制
構
築
な
ど
、庁

内
の
人
材
育
成
・
機
構
改
革
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

A
．令
和
５
年
度
は
現
体
制
を
ベ
ー
ス

に
進
め
る
が
、ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構

築
へ
、根
本
的
な
人
材
育
成
の
改

革
が
必
要
。Ｄ
Ｘ
人
材
と
し
て
成

長
し
た
職
員
が
、能
力
を
最
大
限

発
揮
で
き
る
組
織
体
制
の
構
築
が

不
可
欠
と
考
え
る
。

江津市議会
公式ＹｏｕＴｕｂｅ
チャンネル

Q
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
を
踏
ま
え

さ
ら
な
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を

A
本
市
と
し
て
も
、
国
や
法
の
理
念
に

沿
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
る

植田  圭介

Q
．中
村
市
長
は
施
政
方
針
で
、済
生

会
江
津
総
合
病
院
の
医
師
確
保

の
目
途
が
立
た
ず
、島
根
県
へ
支

援
を
求
め
る
と
述
べ
た
。た
だ
、

市
議
会
地
域
医
療
対
策
特
別
委

員
会
で
は
、県
の
医
師
派
遣
の
条

件
が「
公
立
病
院
」「
１
０
０
床
以

下
」で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

医
師
を
派
遣
し
て
も
ら
う
に
は
、

県
に
こ
の
条
件
の
変
更
を
求
め

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A
．確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
り
、条
件

の
変
更
を
求
め
た
い
。

Q
．施
政
方
針
は
国
の
責
任
に
触
れ

て
い
な
い
。中
村
市
長
は
昨
年
の

市
長
選
で「
国
と
の
パ
イ
プ
」に

つ
い
て
述
べ
た
。県
選
出
国
会
議

員
や
国
に
、医
療
体
制
へ
の
対
応

を
求
め
な
い
の
か
。

A
．要
望
・
陳
情
で
上
京
し
て
お
り
、

内
容
は
差
し
控
え
る
が
、県
選
出

国
会
議
員
や
、国
の
関
係
者
と
い

ろ
ん
な
話
を
し
て
い
る
。

Q
．医
師
確
保
を
要
望
し
て
い
る
の
か

を
質
問
し
て
い
る
。イ
エ
ス
か
ノ
ー

で
答
え
ら
れ
る
。ど
う
な
の
か
。

A
．い
ろ
ん
な
話
を
し
て
い
る
。

Q
「
国
・
県
と
の
パ
イ
プ
」
で

医
師
確
保
の
要
請
を

A
県
選
出
国
会
議
員
や
国
の
関
係
者
と

い
ろ
ん
な
話
を
し
て
い
る

多田  伸治
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江津市役所本庁舎

市
議

市QA＆

の

の

江津市をもっと
暮らしやすくするには、
こうしたらいいな

一般質問一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し

て
質
問
を
行
い
ま
す
。原
稿
は
質
問
し
た

議
員
自
身
が
、主
な
質
問
に
つ
い
て
要
旨

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

※一般質問は江津市議会公式YouTubeチャンネルに
動画を掲載しています。各議員の顔写真の右下の二
次元コードからも動画の閲覧ができます。 

　また、一般質問の全ての議事録は市のホームページの
「市議会」→「会議録検索」からも見ることができます。  
(ただし掲載は次期定例会の前になります)

Q
．全
国
各
地
の
神
楽
団
体
を
集
め
、

本
市
で
神
楽
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を
。

A
．石
見
神
楽
広
域
連
絡
協
議
会
や

江
津
市
石
見
神
楽
連
絡
協
議
会

な
ど
を
通
じ
て
、議
論
し
た
い
。

Q
．神
楽
振
興
へ
の
取
り
組
み
は
。

A
．貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に
つ
な

ぐ
た
め
に
も
、取
り
組
む
べ
き
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。

【
公
共
施
設
の
耐
震
化
】

Q
．西
部
統
合
小
学
校
建
設
は
中
村
市

長
の
公
約
だ
が
、進
捗
状
況
は
。

A
．整
備
計
画
検
討
業
務
は
６
月
末

ま
で
。そ
の
後
、保
護
者
や
地
域

住
民
の
意
見
を
聞
き
、建
設
場
所

を
決
定
し
た
い
。で
き
る
だ
け
早

く
安
全
で
快
適
な
学
校
生
活
が
送

れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

Q
．市
内
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交

流
セ
ン
タ
ー
の
改
修
計
画
は
。

A
．昭
和
56
年
６
月
の
耐
震
化
基
準

改
正
以
前
に
建
設
さ
れ
た
の
は
、

黒
松
・
長
谷
・
和
木
・
松
平
・
郷
田
・

敬
川
・
跡
市
・
有
福
温
泉
・
市
山

の
９
施
設
。今
後
、利
用
ニ
ー
ズ
・

財
政
負
担
・
公
共
施
設
の
機
能
重

複
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、施
設

改
善
の
検
討
を
進
め
る
。

Q
本
市
で
神
楽
サ
ミ
ッ
ト
の

開
催
を

A
関
係
団
体
の
意
見
を
う
か
が
い

議
論
し
た
い

河野  正行

Q
．国
は
子
ど
も
・
子
育
て
政
策
を
こ

ど
も
家
庭
庁
に
集
約
し
て
い
る

が
、本
市
は
集
約
し
な
い
か
。

A
．現
状
、機
構
改
革
な
ど
業
務
集
約

の
予
定
は
な
い
。こ
ど
も
家
庭
庁
と

の
連
携
は
、各
所
管
課
が
対
応
し
、

必
要
に
応
じ
て
関
係
課
が
協
力
す

る
。課
題
が
あ
れ
ば
改
善
し
た
い
。

Q
．こ
ど
も
基
本
法
の
施
行
で
、子
ど

も
や
子
育
て
当
事
者
意
見
の
政

策
反
映
が
義
務
化
さ
れ
る
が
、対

応
は
。

A
．国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
参
考
に
、

本
市
の
実
情
に
沿
っ
て
進
め
る
。

Q
．子
ど
も
の
意
見
を
受
け
止
め
る
上
で

有
効
な
、居
場
所
づ
く
り
の
現
状
は
。

A
．家
庭
や
学
校
な
ど
で
は
な
い
第
３
の

居
場
所
の
ニ
ー
ズ
は
拡
大
し
て
お
り
、

庁
内
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関

の
連
携
は
さ
ら
に
必
要
と
感
じ
る
。

【
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
】

Q
．子
育
て
支
援
体
制
構
築
な
ど
、庁

内
の
人
材
育
成
・
機
構
改
革
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

A
．令
和
５
年
度
は
現
体
制
を
ベ
ー
ス

に
進
め
る
が
、ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構

築
へ
、根
本
的
な
人
材
育
成
の
改

革
が
必
要
。Ｄ
Ｘ
人
材
と
し
て
成

長
し
た
職
員
が
、能
力
を
最
大
限

発
揮
で
き
る
組
織
体
制
の
構
築
が

不
可
欠
と
考
え
る
。

江津市議会
公式ＹｏｕＴｕｂｅ
チャンネル

Q
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
を
踏
ま
え

さ
ら
な
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を

A
本
市
と
し
て
も
、
国
や
法
の
理
念
に

沿
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
る

植田  圭介

Q
．中
村
市
長
は
施
政
方
針
で
、済
生

会
江
津
総
合
病
院
の
医
師
確
保

の
目
途
が
立
た
ず
、島
根
県
へ
支

援
を
求
め
る
と
述
べ
た
。た
だ
、

市
議
会
地
域
医
療
対
策
特
別
委

員
会
で
は
、県
の
医
師
派
遣
の
条

件
が「
公
立
病
院
」「
１
０
０
床
以

下
」で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

医
師
を
派
遣
し
て
も
ら
う
に
は
、

県
に
こ
の
条
件
の
変
更
を
求
め

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A
．確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
り
、条
件

の
変
更
を
求
め
た
い
。

Q
．施
政
方
針
は
国
の
責
任
に
触
れ

て
い
な
い
。中
村
市
長
は
昨
年
の

市
長
選
で「
国
と
の
パ
イ
プ
」に

つ
い
て
述
べ
た
。県
選
出
国
会
議

員
や
国
に
、医
療
体
制
へ
の
対
応

を
求
め
な
い
の
か
。

A
．要
望
・
陳
情
で
上
京
し
て
お
り
、

内
容
は
差
し
控
え
る
が
、県
選
出

国
会
議
員
や
、国
の
関
係
者
と
い

ろ
ん
な
話
を
し
て
い
る
。

Q
．医
師
確
保
を
要
望
し
て
い
る
の
か

を
質
問
し
て
い
る
。イ
エ
ス
か
ノ
ー

で
答
え
ら
れ
る
。ど
う
な
の
か
。

A
．い
ろ
ん
な
話
を
し
て
い
る
。

Q
「
国
・
県
と
の
パ
イ
プ
」
で

医
師
確
保
の
要
請
を

A
県
選
出
国
会
議
員
や
国
の
関
係
者
と

い
ろ
ん
な
話
を
し
て
い
る

多田  伸治
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Q
．12
月
議
会
以
降
、市
内
保
育
所
に

処
分
へ
の
考
え
を
聞
い
た
か
。

A
．現
在
、市
内
保
育
施
設
へ
の
意
向

調
査
の
準
備
を
し
て
い
る
。各
施

設
の
意
向
を
確
認
し
、対
応
を
協

議
す
る
。

Q
．お
む
つ
替
え
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る

施
設
に
専
用
ご
み
箱
を
設
置
し
、

処
分
で
き
る
よ
う
に
検
討
を
。

A
．ご
み
箱
の
設
置
に
つ
い
て
は
様
々
な

課
題
が
あ
る
の
で
、他
市
の
状
況
な

ど
を
見
な
が
ら
今
後
検
討
す
る
。

Q
．18
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
拡
充
の

ほ
か
、令
和
５
年
度
に
新
た
な
子

育
て
の
負
担
軽
減
支
援
は
。

A
．令
和
５
年
１
月
か
ら
出
産
・
子
育

て
応
援
給
付
金
事
業
。４
月
か
ら

新
生
児
聴
覚
検
査
費
助
成
・
多
胎

妊
娠
に
と
も
な
う
妊
婦
健
康
診
査

の
追
加
助
成
を
行
う
。

【
仕
事
と
子
育
て
両
立
】

Q
．産
後
の
職
場
復
帰
へ
の
県
の
奨

励
金
制
度
な
ど
も
周
知
し
、環
境

整
備
を
。

A
．た
く
さ
ん
の
企
業
が
集
ま
る
機
会

を
捉
え
て
情
報
提
供
を
し
て
お

り
、今
後
も
積
極
的
に
周
知
に
努

め
る
。

Q
使
用
済
み
紙
オ
ム
ツ
の
保
育
施
設
で

の
処
分
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

A
公
設
公
営
の
渡
津
保
育
所
で
は

令
和
５
年
４
月
よ
り
処
分
の
予
定

鍛治 恵巳子

コミュニティフェス2023

中央公園体育館

Q
．本
市
と
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
に
求
め
る
役
割
は
。

A
．本
市
で
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
の
役
割
を
、地
域
の
合
意
形
成

を
進
め
る
場
・
地
域
の
活
動
を
調

整
す
る
場
・
地
域
の
誰
も
が
参
加

で
き
る
場
と
定
義
し
て
い
る
。

Q
．地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
で
、新

規
の
活
動
を
す
る
人
・
若
者
・
現

役
世
代
と
関
わ
り
を
増
や
す
方

策
は
。

A
．地
域
内
で
活
動
に
参
加
し
た
い
人

を
見
つ
け
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
む
と
い

う
形
を
取
っ
た
。地
域
内
で
人
材

を
発
掘
す
る
と
と
も
に
、地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。ま
た
、教
育
機
関
と

連
携
し
た
活
動
は
、地
元
の
若
者

と
地
域
を
つ
な
ぐ
機
会
と
な
っ
て

い
る
。取
り
組
み
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

フ
ェ
ス
で
発
表
す
る
こ
と
で
、他
の

地
域
と
も
共
有
し
て
い
る
。

Q
．各
地
域
と
教
育
機
関
が
連
携
す

る
た
め
の
支
援
体
制
は
。

A
．地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
を
総
括
し

て
い
る
地
域
振
興
課
と
教
育
委
員

会
で
連
携
し
、学
校
の
負
担
と
な

ら
な
い
よ
う
に
調
整
し
て
、児
童
・

生
徒
・
地
域
に
と
っ
て
よ
り
良
い

活
動
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

Q
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
に
お
け
る

担
い
手
不
足
の
現
状
は

A
担
い
手
の
固
定
化
と
後
継
者
不
足
が

全
市
的
な
課
題

森元  健二

冬の入浴中の事故に要注意！

Q
．全
国
に
お
い
て
浴
槽
で
の
死
亡

者
数
は
交
通
事
故
の
約
２
倍
と

な
る
。市
内
に
お
け
る
浴
槽
で
の

事
故
発
生
の
状
況
は
。

A
．発
生
件
数
は
、最
近
の
３
年
間
で
、

年
間
20
〜
30
件
程
度
で
推
移
し
て

い
る
。浴
槽
で
の
事
故
は
発
見
が

遅
れ
が
ち
に
な
る
こ
と
か
ら
、救

急
が
駆
け
つ
け
た
時
点
で
心
肺
停

止
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
約
３
割

程
度
あ
る
。

Q
．浴
槽
で
の
事
故
が
起
こ
る
原
因
は
。

A
．事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
、高
血
圧
や
心
疾
患
を

持
っ
て
い
る
方
が
多
い
こ
と
か
ら
、寒

い
時
期
に
お
い
て
、急
激
な
温
度
変

化
に
よ
る
大
き
な
血
圧
変
動
、い
わ

ゆ
る
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、心

筋
梗
塞
や
脳
卒
中
、一
過
性
の
意
識

障
害
な
ど
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と

が
原
因
の
一つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

Q
．事
故
を
減
ら
す
た
め
に
は
。

A
．対
策
と
し
て
、①
自
己
の
健
康
管
理

を
し
っ
か
り
し
て
い
た
だ
く
、②「
入

浴
前
に
脱
衣
所
や
浴
室
を
温
め
て

お
く
」「
湯
温
は
41
度
以
下
」「
長
湯

を
し
な
い
」「
食
事
直
後
や
飲
酒
時

の
入
浴
は
避
け
る
」「
入
浴
の
前
後

で
の
水
分
補
給
」、③
同
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す
る
家
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が
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る
場
合
は「
入
浴
前
に
家
族

に
一
声
か
け
る
」「
入
浴
中
の
高
齢

者
の
動
向
に
注
意
す
る
」な
ど
。広

報
で
の
特
集
記
事
の
掲
載
、各
地
区

で
の
サ
ロ
ン
や
健
康
教
室
で
も
注
意

喚
起
を
行
う
な
ど
、周
知
・
啓
発
に

努
め
て
い
る
。

Q
自
宅
の
浴
槽
で
の
事
故
防
止
を

A
注
意
喚
起
を
行
う
な
ど

周
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・
啓
発
に
努
め
る

山根 兼三郎
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の
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は
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の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
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化
し

た
。今
後
も
更
新
を
進
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る
。

Q
．市
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体
育
館
は
避
難
施
設
に
指
定
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て
い
る
。夏
の
熱
中
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対
策

な
ど
、空
調
設
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の
必
要
性
は
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．必
要
性
は
認
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し
て
い
る
が
、多

大
な
工
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費
が
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定
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る
。避
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に
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る
事
も
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し
検
討
が
必
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は
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や
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性
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ら
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が
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が
、階
段
が
あ
り
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朽
化
も

進
ん
で
い
る
。外
ト
イ
レ
の
新
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や
増
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は
。
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球
場
に
は
専
用
の
ト
イ
レ
も
な

く
不
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を
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て
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る
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去
に

検
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し
た
が
建
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に
は
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て
い

な
い
た
め
、今
後
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を
進
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る
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ツ
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会
に
向
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た
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更
新
の
考
え

方
は
。
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．既
存
の
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設
を
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用
す
る
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。

将
来
の
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用
も
考
え
、競
技
団
体

と
整
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方
針
を
検
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す
る
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．菰
沢
公
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の
老
朽
化
し
た
遊
具

と
、幼
児
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場
の
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は
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全
基
準
に
適
合
し
な
い
遊
具
も

あ
り
現
在
は
使
用
禁
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だ
が
、令

和
５
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度
中
に
改
修
整
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が
完
了

予
定
。

Q
老
朽
化
し
た
江
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中
央
公
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と

菰
沢
公
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の
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後
の
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Q
．12
月
議
会
以
降
、市
内
保
育
所
に

処
分
へ
の
考
え
を
聞
い
た
か
。

A
．現
在
、市
内
保
育
施
設
へ
の
意
向

調
査
の
準
備
を
し
て
い
る
。各
施

設
の
意
向
を
確
認
し
、対
応
を
協

議
す
る
。

Q
．お
む
つ
替
え
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る

施
設
に
専
用
ご
み
箱
を
設
置
し
、

処
分
で
き
る
よ
う
に
検
討
を
。

A
．ご
み
箱
の
設
置
に
つ
い
て
は
様
々
な

課
題
が
あ
る
の
で
、他
市
の
状
況
な

ど
を
見
な
が
ら
今
後
検
討
す
る
。

Q
．18
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
拡
充
の

ほ
か
、令
和
５
年
度
に
新
た
な
子

育
て
の
負
担
軽
減
支
援
は
。

A
．令
和
５
年
１
月
か
ら
出
産
・
子
育

て
応
援
給
付
金
事
業
。４
月
か
ら

新
生
児
聴
覚
検
査
費
助
成
・
多
胎

妊
娠
に
と
も
な
う
妊
婦
健
康
診
査

の
追
加
助
成
を
行
う
。

【
仕
事
と
子
育
て
両
立
】

Q
．産
後
の
職
場
復
帰
へ
の
県
の
奨

励
金
制
度
な
ど
も
周
知
し
、環
境

整
備
を
。

A
．た
く
さ
ん
の
企
業
が
集
ま
る
機
会

を
捉
え
て
情
報
提
供
を
し
て
お

り
、今
後
も
積
極
的
に
周
知
に
努

め
る
。

Q
使
用
済
み
紙
オ
ム
ツ
の
保
育
施
設
で

の
処
分
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

A
公
設
公
営
の
渡
津
保
育
所
で
は

令
和
５
年
４
月
よ
り
処
分
の
予
定

鍛治 恵巳子

コミュニティフェス2023

中央公園体育館

Q
．本
市
と
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
に
求
め
る
役
割
は
。

A
．本
市
で
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
の
役
割
を
、地
域
の
合
意
形
成

を
進
め
る
場
・
地
域
の
活
動
を
調

整
す
る
場
・
地
域
の
誰
も
が
参
加

で
き
る
場
と
定
義
し
て
い
る
。

Q
．地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
で
、新

規
の
活
動
を
す
る
人
・
若
者
・
現

役
世
代
と
関
わ
り
を
増
や
す
方

策
は
。

A
．地
域
内
で
活
動
に
参
加
し
た
い
人

を
見
つ
け
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
む
と
い

う
形
を
取
っ
た
。地
域
内
で
人
材

を
発
掘
す
る
と
と
も
に
、地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。ま
た
、教
育
機
関
と

連
携
し
た
活
動
は
、地
元
の
若
者

と
地
域
を
つ
な
ぐ
機
会
と
な
っ
て

い
る
。取
り
組
み
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

フ
ェ
ス
で
発
表
す
る
こ
と
で
、他
の

地
域
と
も
共
有
し
て
い
る
。

Q
．各
地
域
と
教
育
機
関
が
連
携
す

る
た
め
の
支
援
体
制
は
。

A
．地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
を
総
括
し

て
い
る
地
域
振
興
課
と
教
育
委
員

会
で
連
携
し
、学
校
の
負
担
と
な

ら
な
い
よ
う
に
調
整
し
て
、児
童
・

生
徒
・
地
域
に
と
っ
て
よ
り
良
い

活
動
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

Q
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
に
お
け
る

担
い
手
不
足
の
現
状
は

A
担
い
手
の
固
定
化
と
後
継
者
不
足
が

全
市
的
な
課
題

森元  健二

冬の入浴中の事故に要注意！

Q
．全
国
に
お
い
て
浴
槽
で
の
死
亡

者
数
は
交
通
事
故
の
約
２
倍
と

な
る
。市
内
に
お
け
る
浴
槽
で
の

事
故
発
生
の
状
況
は
。

A
．発
生
件
数
は
、最
近
の
３
年
間
で
、

年
間
20
〜
30
件
程
度
で
推
移
し
て

い
る
。浴
槽
で
の
事
故
は
発
見
が

遅
れ
が
ち
に
な
る
こ
と
か
ら
、救

急
が
駆
け
つ
け
た
時
点
で
心
肺
停

止
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
約
３
割

程
度
あ
る
。

Q
．浴
槽
で
の
事
故
が
起
こ
る
原
因
は
。

A
．事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
、高
血
圧
や
心
疾
患
を

持
っ
て
い
る
方
が
多
い
こ
と
か
ら
、寒

い
時
期
に
お
い
て
、急
激
な
温
度
変

化
に
よ
る
大
き
な
血
圧
変
動
、い
わ

ゆ
る
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、心

筋
梗
塞
や
脳
卒
中
、一
過
性
の
意
識

障
害
な
ど
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と

が
原
因
の
一つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

Q
．事
故
を
減
ら
す
た
め
に
は
。

A
．対
策
と
し
て
、①
自
己
の
健
康
管
理

を
し
っ
か
り
し
て
い
た
だ
く
、②「
入

浴
前
に
脱
衣
所
や
浴
室
を
温
め
て

お
く
」「
湯
温
は
41
度
以
下
」「
長
湯

を
し
な
い
」「
食
事
直
後
や
飲
酒
時

の
入
浴
は
避
け
る
」「
入
浴
の
前
後

で
の
水
分
補
給
」、③
同
居
す
る
家

族
が
い
る
場
合
は「
入
浴
前
に
家
族

に
一
声
か
け
る
」「
入
浴
中
の
高
齢

者
の
動
向
に
注
意
す
る
」な
ど
。広

報
で
の
特
集
記
事
の
掲
載
、各
地
区

で
の
サ
ロ
ン
や
健
康
教
室
で
も
注
意

喚
起
を
行
う
な
ど
、周
知
・
啓
発
に

努
め
て
い
る
。

Q
自
宅
の
浴
槽
で
の
事
故
防
止
を

A
注
意
喚
起
を
行
う
な
ど

周
知
・
啓
発
に
努
め
る

山根 兼三郎
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で
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る
中
央

公
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の
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設
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の
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Ｅ
Ｄ
化
は
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．体
育
館
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し

た
。今
後
も
更
新
を
進
め
る
。
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．市
民
体
育
館
は
避
難
施
設
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。夏
の
熱
中
症
対
策

な
ど
、空
調
設
備
の
必
要
性
は
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A
．必
要
性
は
認
識
し
て
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る
が
、多

大
な
工
事
費
が
想
定
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れ
る
。避
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に
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る
事
も
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が
必
要
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や
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ら
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が
多
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が
、階
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が
あ
り
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朽
化
も

進
ん
で
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る
。外
ト
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レ
の
新
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や
増
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は
。

A
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球
場
に
は
専
用
の
ト
イ
レ
も
な

く
不
便
を
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て
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る
。過
去
に

検
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し
た
が
建
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に
は
至
っ
て
い

な
い
た
め
、今
後
整
備
を
進
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る
。
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．２
０
３
０
年
国
民
ス
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ー
ツ
大

会
に
向
け
た
施
設
更
新
の
考
え

方
は
。

A
．既
存
の
施
設
を
活
用
す
る
方
針
。

将
来
の
活
用
も
考
え
、競
技
団
体

と
整
備
方
針
を
検
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す
る
。

Q
．菰
沢
公
園
の
老
朽
化
し
た
遊
具

と
、幼
児
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場
の
整
備
は
。

A
．安
全
基
準
に
適
合
し
な
い
遊
具
も

あ
り
現
在
は
使
用
禁
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だ
が
、令

和
５
年
度
中
に
改
修
整
備
が
完
了

予
定
。

Q
老
朽
化
し
た
江
津
中
央
公
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と

菰
沢
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の
今
後
の
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は
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に
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き
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を
進
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る
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【
子
育
て
支
援
】

Q
．伴
走
型
相
談
支
援
と
は
。

A
．す
べ
て
の
妊
婦
、子
育
て
家
庭
が

安
心
し
て
出
産
、子
育
て
が
で
き

る
よ
う
、妊
娠
期
か
ら
出
産
、子

育
て
ま
で
一
貫
し
て
身
近
で
相
談

に
応
じ
、様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

Q
．家
事
支
援
の
取
り
組
み
は
。

A
．ニ
ー
ズ
も
含
め
て
、ど
う
いっ
た
手
法

や
取
り
組
み
が
で
き
る
か
は
今
後
の

検
討
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。子育て支援センター

Q
市
役
所
の
窓
口
業
務
の

「
書
か
な
い
窓
口
」
の
導
入
を

A
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
む
け
て

前
向
き
に
調
査
研
究
を
進
め
た
い

下谷  忠広

Q
．他
市
に
誇
れ
て
、安
心
し
て
利
用

で
き
る
図
書
館
か
。

A
．不
便
を
か
け
て
い
る
が
、安
全
・
安

心
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
努
め
て
い
る
。

Q
．パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
に
図
書
館
機

能
を
入
れ
な
か
っ
た
理
由
は

A
．当
時
の
市
長
の
総
合
的
判
断
。

Q
．都
野
津
駅
を
改
修
し
、子
ど
も
の

居
場
所
の
施
設
整
備
を
。

A
．提
案
内
容
は
考
え
て
い
き
た
い
。

Q
．市
民
要
望
の
強
い
図
書
館
建
設
の

優
先
を
求
め
る
。西
部
統
合
小
学

校
の
建
設
で
は
な
く
財
政
負
担
の

小
さ
い
現
校
舎
の
ト
イ
レ
改
修
や

体
育
館
耐
震
化
の
対
応
を
。

A
．老
朽
施
設
の
問
題
は
先
送
り
で
き

な
い
。一
時
的
に
財
政
負
担
は
大
き

く
な
る
が
、西
部
統
合
小
学
校
を

Q
江
津
市
図
書
館
は
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
て
い
る
か

A
ニ
ー
ズ
に
は
応
え
き
れ
て
い
な
い
が

創
意
工
夫
し
運
営
し
て
い
る

植田  好雄

Q
．令
和
４
年
度
で
の
市
内
労
働
者
の

平
均
賃
金
は
月
32
万
６
０
０
０
円

で
、年
収
は
３
９
１
万
円
。一
方
、

市
役
所
の
非
正
規
職
員「
会
計
年

度
任
用
職
員
」の
平
均
年
収
は
89

万
円
に
過
ぎ
な
い
。（※

）会
計
年

度
任
用
職
員
が
働
く
上
で
の
心
情

の
把
握
は
で
き
て
い
る
か
。

A
．会
計
年
度
任
用
職
員
も
、正
規
職

員
と
同
様
に
随
時
相
談
を
受
け
て

い
る
。令
和
２
年
に
会
計
年
度
任

用
職
員
の
制
度
を
構
築
し
た
際
、

人
事
評
価
制
度
も
導
入
し
、学

校
・
保
育
所
の
会
計
年
度
任
用
職

員
と
も
面
談
を
す
る
仕
組
み
を
つ

く
っ
て
い
る
。労
働
条
件
の
面
で

は
、職
員
組
合
に
加
入
し
て
い
る

人
も
い
る
。悩
み
事
に
対
す
る
臨

床
心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
も
利

用
で
き
る
。

　
　 ※

雇
用
形
態
が
短
期
間
や
１
日
の

み
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を
含
む
。

Q
会
計
年
度
任
用
職
員
で

こ
の
春
に
雇
い
止
め
は
あ
る
か

A
10
人
ま
で
は
い
か
な
い
が

複
数
人
い
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る

森川  佳英※本庁勤務

市役所職員数
(2020年4月1日時点)

部署 定数 正規職員
会計年度
任用職員
※

市長部局
議会事務局
教育委員会
監査委員会
選挙管理
委員会
農業委員会
水道課
合計

283
5
41
2

2

2
12
347

224
3
16
2

2

1
12
260

34
1
3
0

0

1
0
39

特別委員会を開催しました

本市事業推進課より図面を確認しながら、江の川治
水対策の各工区の現状についての説明を受けました。
その他に内水排除対策として、令和２～４年度までの
３年間で小型排水ポンプ３台、大型排水ポンプ４台、
排水ポンプ車１台を配備しているとのことでした。工事
が進みだした工区もありますが、引き続き議会でも進
行を確認していきます。

江の川流域治水対策特別委員会（2月24日）

「地域医療と保健所の関わり」
について浜田保健所の村下伯
所長より医師確保などの地域医
療の現状・課題について説明を
受けました。

地域医療対策特別委員会（3月24日）
12月につづいてゲートキーパー養成
講座第2回を受講しました。

「自死遺族の想いと活動を知る」と題
し二又茂樹氏（しまね分かち合いの
会・虹）に講演いただき、自死に関す
る理解を深めました。

議員クラブ（3月16日）

Q
．子
育
て
支
援
の
利
用
の
情
報
提
供
は
。

A
．ど
の
方
法
が
よ
り
確
実
に
、ま
た
簡

単
に
導
入
で
き
る
か
な
ど
検
討
を
行

い
、最
適
な
ツ
ー
ル
の
導
入
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

Q
．病
児
保
育
と
病
後
児
保
育
の
あ
り

方
は
。

A
．本
市
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、制
度
あ
り
き
で
は
な
く
地

域
で
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
】

Q
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ

る
後
遺
症
対
策
は
。

A
．今
後
は
後
遺
症
に
関
し
て
も
、ま
ず

啓
発
活
動
を
行
っ
て
対
応
し
た
い
。

優
先
的
に
整
備
し
た
い
。

【
旧
庁
舎
の
扱
い
】

Q
．旧
江
津
市
役
所
本
庁
舎
の
在
り
方

検
討
有
識
者
会
議
の
答
申
内
容
は
。

A
．①
適
切
な
管
理
で
長
期
間
利
用
は

可
能
、②
再
生
・
再
利
用
で
検
討
、

③
民
間
資
金
活
用
な
ど
財
政
負
担

を
か
け
な
い
事
業
手
法
の
検
討
、

④
価
値
あ
る
建
造
物
を
空
き
家
と

し
て
放
置
は
避
け
る
。

Q
．取
り
扱
い
の
最
終
判
断
は
。

A
．令
和
５
年
度
中
に
示
し
た
い
。

Q
．会
計
年
度
任
用
職
員
か
ら
正
規

職
員
と
な
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

A
．会
計
年
度
任
用
職
員
を
継
続
す

る
と
自
動
的
に
正
規
職
員
に
な
れ

る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。正
規
職
員

に
な
る
た
め
の
資
格
試
験
に
合
格

す
れ
ば
、正
規
職
員
に
な
れ
る
。

Q
．会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
で
は「
３

年
の
壁
」と
言
わ
れ
る
が
、制
度
が

始
ま
っ
て
こ
の
春
で
３
年
と
な
る
。

雇
い
止
め
と
な
る
人
は
い
る
か
。

A
．10
人
ま
で
い
か
な
い
が
、複
数
人
い

る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。

「
書
か
な
い
窓
口
」と
は

市
役
所
の
窓
口
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
免
許

証
な
ど
で
本
人
確
認
し
た
後
、必
要
な
証
明
書

を
職
員
が
聞
き
取
り
、申
請
書
を
印
刷
す
る
。市

民
が
内
容
に
目
を
通
し
て
署
名
す
る
と
、手
続

き
が
完
了
。そ
の
後
証
明
書
を
自
動
出
力
で
き
、

職
員
の
業
務
効
率
化
に
も
つ
な
が
る
。

江津市役所旧庁舎

排水ポンプ車

川越地域コミュニティ交流センター・
防災拠点施設
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【
子
育
て
支
援
】

Q
．伴
走
型
相
談
支
援
と
は
。

A
．す
べ
て
の
妊
婦
、子
育
て
家
庭
が

安
心
し
て
出
産
、子
育
て
が
で
き

る
よ
う
、妊
娠
期
か
ら
出
産
、子

育
て
ま
で
一
貫
し
て
身
近
で
相
談

に
応
じ
、様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

Q
．家
事
支
援
の
取
り
組
み
は
。

A
．ニ
ー
ズ
も
含
め
て
、ど
う
いっ
た
手
法

や
取
り
組
み
が
で
き
る
か
は
今
後
の

検
討
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。子育て支援センター

Q
市
役
所
の
窓
口
業
務
の

「
書
か
な
い
窓
口
」
の
導
入
を

A
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
む
け
て

前
向
き
に
調
査
研
究
を
進
め
た
い

下谷  忠広

Q
．他
市
に
誇
れ
て
、安
心
し
て
利
用

で
き
る
図
書
館
か
。

A
．不
便
を
か
け
て
い
る
が
、安
全
・
安

心
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
努
め
て
い
る
。

Q
．パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
に
図
書
館
機

能
を
入
れ
な
か
っ
た
理
由
は

A
．当
時
の
市
長
の
総
合
的
判
断
。

Q
．都
野
津
駅
を
改
修
し
、子
ど
も
の

居
場
所
の
施
設
整
備
を
。

A
．提
案
内
容
は
考
え
て
い
き
た
い
。

Q
．市
民
要
望
の
強
い
図
書
館
建
設
の

優
先
を
求
め
る
。西
部
統
合
小
学

校
の
建
設
で
は
な
く
財
政
負
担
の

小
さ
い
現
校
舎
の
ト
イ
レ
改
修
や

体
育
館
耐
震
化
の
対
応
を
。

A
．老
朽
施
設
の
問
題
は
先
送
り
で
き

な
い
。一
時
的
に
財
政
負
担
は
大
き

く
な
る
が
、西
部
統
合
小
学
校
を

Q
江
津
市
図
書
館
は
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
て
い
る
か

A
ニ
ー
ズ
に
は
応
え
き
れ
て
い
な
い
が

創
意
工
夫
し
運
営
し
て
い
る

植田  好雄

Q
．令
和
４
年
度
で
の
市
内
労
働
者
の

平
均
賃
金
は
月
32
万
６
０
０
０
円

で
、年
収
は
３
９
１
万
円
。一
方
、

市
役
所
の
非
正
規
職
員「
会
計
年

度
任
用
職
員
」の
平
均
年
収
は
89

万
円
に
過
ぎ
な
い
。（※

）会
計
年

度
任
用
職
員
が
働
く
上
で
の
心
情

の
把
握
は
で
き
て
い
る
か
。

A
．会
計
年
度
任
用
職
員
も
、正
規
職

員
と
同
様
に
随
時
相
談
を
受
け
て

い
る
。令
和
２
年
に
会
計
年
度
任

用
職
員
の
制
度
を
構
築
し
た
際
、

人
事
評
価
制
度
も
導
入
し
、学

校
・
保
育
所
の
会
計
年
度
任
用
職

員
と
も
面
談
を
す
る
仕
組
み
を
つ

く
っ
て
い
る
。労
働
条
件
の
面
で

は
、職
員
組
合
に
加
入
し
て
い
る

人
も
い
る
。悩
み
事
に
対
す
る
臨

床
心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
も
利

用
で
き
る
。

　
　 ※

雇
用
形
態
が
短
期
間
や
１
日
の

み
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を
含
む
。

Q
会
計
年
度
任
用
職
員
で

こ
の
春
に
雇
い
止
め
は
あ
る
か

A
10
人
ま
で
は
い
か
な
い
が

複
数
人
い
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る

森川  佳英※本庁勤務

市役所職員数
(2020年4月1日時点)

部署 定数 正規職員
会計年度
任用職員
※

市長部局
議会事務局
教育委員会
監査委員会
選挙管理
委員会
農業委員会
水道課
合計

283
5
41
2

2

2
12
347

224
3
16
2

2

1
12
260

34
1
3
0

0

1
0
39

特別委員会を開催しました

本市事業推進課より図面を確認しながら、江の川治
水対策の各工区の現状についての説明を受けました。
その他に内水排除対策として、令和２～４年度までの
３年間で小型排水ポンプ３台、大型排水ポンプ４台、
排水ポンプ車１台を配備しているとのことでした。工事
が進みだした工区もありますが、引き続き議会でも進
行を確認していきます。

江の川流域治水対策特別委員会（2月24日）

「地域医療と保健所の関わり」
について浜田保健所の村下伯
所長より医師確保などの地域医
療の現状・課題について説明を
受けました。

地域医療対策特別委員会（3月24日）
12月につづいてゲートキーパー養成
講座第2回を受講しました。

「自死遺族の想いと活動を知る」と題
し二又茂樹氏（しまね分かち合いの
会・虹）に講演いただき、自死に関す
る理解を深めました。

議員クラブ（3月16日）

Q
．子
育
て
支
援
の
利
用
の
情
報
提
供
は
。

A
．ど
の
方
法
が
よ
り
確
実
に
、ま
た
簡

単
に
導
入
で
き
る
か
な
ど
検
討
を
行

い
、最
適
な
ツ
ー
ル
の
導
入
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

Q
．病
児
保
育
と
病
後
児
保
育
の
あ
り

方
は
。

A
．本
市
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、制
度
あ
り
き
で
は
な
く
地

域
で
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
】

Q
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ

る
後
遺
症
対
策
は
。

A
．今
後
は
後
遺
症
に
関
し
て
も
、ま
ず

啓
発
活
動
を
行
っ
て
対
応
し
た
い
。

優
先
的
に
整
備
し
た
い
。

【
旧
庁
舎
の
扱
い
】

Q
．旧
江
津
市
役
所
本
庁
舎
の
在
り
方

検
討
有
識
者
会
議
の
答
申
内
容
は
。

A
．①
適
切
な
管
理
で
長
期
間
利
用
は

可
能
、②
再
生
・
再
利
用
で
検
討
、

③
民
間
資
金
活
用
な
ど
財
政
負
担

を
か
け
な
い
事
業
手
法
の
検
討
、

④
価
値
あ
る
建
造
物
を
空
き
家
と

し
て
放
置
は
避
け
る
。

Q
．取
り
扱
い
の
最
終
判
断
は
。

A
．令
和
５
年
度
中
に
示
し
た
い
。

Q
．会
計
年
度
任
用
職
員
か
ら
正
規

職
員
と
な
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

A
．会
計
年
度
任
用
職
員
を
継
続
す

る
と
自
動
的
に
正
規
職
員
に
な
れ

る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。正
規
職
員

に
な
る
た
め
の
資
格
試
験
に
合
格

す
れ
ば
、正
規
職
員
に
な
れ
る
。

Q
．会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
で
は「
３

年
の
壁
」と
言
わ
れ
る
が
、制
度
が

始
ま
っ
て
こ
の
春
で
３
年
と
な
る
。

雇
い
止
め
と
な
る
人
は
い
る
か
。

A
．10
人
ま
で
い
か
な
い
が
、複
数
人
い

る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。

「
書
か
な
い
窓
口
」と
は

市
役
所
の
窓
口
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
免
許

証
な
ど
で
本
人
確
認
し
た
後
、必
要
な
証
明
書

を
職
員
が
聞
き
取
り
、申
請
書
を
印
刷
す
る
。市

民
が
内
容
に
目
を
通
し
て
署
名
す
る
と
、手
続

き
が
完
了
。そ
の
後
証
明
書
を
自
動
出
力
で
き
、

職
員
の
業
務
効
率
化
に
も
つ
な
が
る
。

江津市役所旧庁舎

排水ポンプ車

川越地域コミュニティ交流センター・
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題字：■■ ■■さん
　　　（■■■■■■■■ ■■・■■科■年）

■■ ■■

編
集
後
記

議
会
を
傍
聴
し
よ
う

江
津
市
議
会
で
は
皆
さ
ん

の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望

の
方
は
、
議
会
開
催
日
に

本
庁
舎
２
階
の
議
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
へ
参
加
し
よ
う

市
政
に
対
し
て
意
見
や
要
望

が
あ
れ
ば
、
議
会
へ
請
願
・

陳
情
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
願
の
場
合
は
市
議
会
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■編集・発行責任者

議　　長　

■市議会だより編集特別委員会

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

坂 手　洋 介
下 谷　忠 広
森 元　健 二
植 田　圭 介
渡 辺　信 明
鍛治  恵巳子
多 田　伸 治

藤 間　義 明

市議会だより（令和5年5月1日）　　［ 編 集 ］市議会だより編集特別委員会 　 ［ 発 行 ］江津市議会事務局 ☎（0855）52‐7498
［ ホームページアドレス ］ https://www.city.gotsu.lg.jp/site/gikai/ （江津市HP内）

請
願
・
陳
情
締
切
／
６
月
６
日
正
午
ま
で

次
回
６
月
定
例
会 

　
３
月
議
会
で
陳
情
も
提
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、４
月
１
日
よ
り
学
校
現
場
で
マ
ス
ク

の
着
用
を
求
め
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
が
発
行
さ
れ
る
頃
は
、登
下

校
時
の
マ
ス
ク
も
外
さ
れ
、ま
ち
の
景
色
も

変
わ
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。マ
ス

ク
と
同
じ
く
、地
域
医
療
・
医
師
確
保
は
市
民

を
守
る
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
す
。こ
れ
は

突
然
に
起
き
た
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

老
若
男
女
み
ん
な
で
考
え
る
時
が『
今
』な
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
現
実
を
悲
観
す
る
だ
け
で
は
な
く
、解
決

に
向
け
て
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
行
く
べ
き

課
題
で
す
。こ
れ
ま
で
地
域
医
療
を
守
っ
て

来
ら
れ
た
多
く
の
方
々
へ
感
謝
す
る
と
と
も

に
、議
会
で
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
鍛
治
　
恵
巳
子
）

※開始時間等は予定です。

市
議
会
だ
よ
り
は

こ
ち
ら
か
ら

ごうつ

2023.5
No.155

議員連絡会
9:30～

本会議
14:00～

6/4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 7/1

2 3 4 5 6 7 8

日 月 火 水 木 金 土

委員会
（議会運営）
9:30～

委員会
（議会運営）
15:00～

委員会
（総務民生）
9:30～

委員会
（建設経済）
9:30～

委員会
（予算決算）
9:30～

本会議
（一般質問）
10:00～

本会議
（一般質問）
10:00～

全員協議会
9:30～

情報交換会
9:30～

本会議
10:00～

令和４年度６年生

建設経済委員会行政視察 第15回
議会報告会

令和５年２月１・２日にかけて、大阪府大東市・和歌山県田辺市の行政視察を行
いました。
大東市では、「市営住宅の建て替え・再開発プロジェクト」を視察。老朽化が進ん
だ市営住宅の建替え計画を機に、大東市が出資し設立した、まちづくり会社によ
る公民連携の事業スキームを用いた住宅、オフィス、店舗、公園を合わせた複合用
途の賑わいエリアを実現させたプロジェクトの説明を受けました。
田辺市では「空家対策（斡旋制度）」を視察。田辺市においても、危険空家の増加
により、倒壊や周辺環境への影響が問題となっています。これらを解決するため
に、行政は通知などで促すだけでなく、積極的に関わることで解体撤去の促進に
つなげていました。「行政は住民を突き放すのでは
なく、寄り添う姿勢が大切」と強調されていました。
いずれの市も、住民目線に立ち、よりよい環境を目
指していました。本市において取り入れられるべき
ものも多くあり、今後提言していきます。

市民と語る会（第15回
議会報告会）を市内20
カ所の地域コミュニティ
交流センターで開催し
ます。詳しい日時は広
報「かわらばん」４月号
に掲載しています。事前
申し込みは不要です。
会場でお待ちしています。
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